
日
本
敗
戦
後
、
台
湾
に
中
国
国

民
党
が
や
っ
て
く
る
と
、
六
十
万

人
の
日
本
人
は
追
放
さ
れ
、
樺
山

資
紀
、
児
玉
源
太
郎
、
後
藤
新
平

等
台
湾
の
近
代
化
に
功
績
の
あ

っ

た
日
本
人
の
銅
像
は
す
べ
て
壊
さ

れ
、
代
わ
り
に
四
万
三
〇
〇
〇
体

の
蒋
介
石
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
た

（黄
文
雄
著
台
湾
は
日
本
人
が
つ

く
っ
た
、
参
照
）
。
し
か
し
、
再

一餞
■
磋
議

■
墟
還

■
饉

ヽ
燻
機

一一一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鬱

建
さ
れ
た
日
本
人
銅
像
も
あ
る
。

そ
れ
は
台
湾
中
南
部
、
烏
山
頭
の

嘉
南
大
馴
の

一
角
に
あ
る
、
土
木

技
師
八
田
興

一
の
銅
像

で
あ
る
。

八
田
は
日
本

の
統
治
下
に
あ

っ
た

台
湾
で
、
烏
山
頭
に
ダ
ム
を
建
設

し
、
ほ
と
ん
ど
不
毛
の
地
と
言

っ

て
良
か

っ
た
嘉
南
平
野
に
潅
漑
水

路
を
造
り
灌
漑
面
積
四
六
万
三
七

〇
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
嘉
南
平
野
を

大
穀
倉
地
帯
に
変
え
、
台
湾

の
農

業
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
、
九

一

万
人
の
住
人
に
恩
恵
を
も
た
ら
し

た
。

こ
の
よ
う
な
灌
漑
水
利
工
事

は
日
本
国
内
で
も
例
が
な
く
、
完

成
し
た
と
き
に
は
ア
メ
リ
カ
の
土

木
学
会
で
も

「
八
田
ダ
ム
」
と
命

名
さ
れ
、
世
界
を
あ

っ
と
言
わ
せ

た
。
日
本

の
技
術
の
高
さ
を
世
界

に
示
し
た
事
業
で
あ

っ
た
。

八
田
は
明
治

一
九
年
金
沢
市
の

農
家
に
生
ま
れ
た
。
東
京
帝
大
工

科
大
学
土
木
科
を
卒
業
、
台
湾
総

督
府
土
木
局
に
配
属
さ
れ
、
大
正

十
二
年

二
八
才
で
技
師
と
な
る
。

桃
園
大
馴
を
建
設
中
八
田
は
上
司

に
呼
ば
れ
ダ
ム
建
設
の
調
査
を
命

じ
ら
れ
る
。
八
田
の
提
出
し
た
烏

山
頭
ダ
ム
を
含
む
嘉
南
平
野
潅
漑

計
画
は
、
関
係
者
を
驚
か
せ
た
。

八
田
の
計
画
が
あ
ま
り
に
壮
大
な

も
の
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ

れ
だ
け
の
ダ
ム
を
持

つ
国
は
東
洋

に

一
国
も
な
く
、
そ
の
規
模
の
大

き
さ
は
誰
の
予
想
も
超
え
た
も
の

で
あ

っ
た
。

こ
れ
程
大
規
模
な
建

設
工
事
が
出
来
る
の
か
。
激
論

の

末
、
台
湾
総
督
府
下
村
総
務
長
官

は
、
八
田
の
計
画
通
り
実
施
す
る
、

と
の
決
断
を
下
す
。

昭
和
五
年

（
一
九

二
〇
年
）
着

工
か
ら

一
〇
年
、
試
練
の
後
に
ダ

ム
は
完
成
し
た
。
ダ
ム
の
堰
堤
は
、

長
さ

一
二
七
三
メ
ー
ト
ル
、
底
部

の
幅
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
頭
頂
部
九

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
七
メ
ー
ト
ル

で
、
水
路
は

一
万
六
〇
〇
〇
キ

ロ
。

水
路

の
長
さ
は
戦
後

つ
く
ら
れ
た

日
本
最
大

の
愛
知
用
水
の
十
三
倍
、

万
里
の
長
城
の
六
倍
に
な
る
。

昭
和

一
七
年
五
月
五
日
、
八
田

は
広
島
県
宇
部
港
か
ら
大
洋
丸
に

乗

っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
か

っ
た
。

五
島
列
島

の
南
を
航
海
中
、

ア
メ

リ
カ
の
潜
水
艦

の
魚
雷
攻
撃
に
遭

い
大
洋
丸
は
撃
沈
、
八
田
は
、
海

の
藻
く
ず
と
な

っ
た
。
享
年
五
六

才
で
あ
る
。

日
本

の
敗
戦
が
決
ま

る
と
、
八
田
の
妻
外
代
樹

（と
よ

き
）
は
、
鳥
山
頭
ダ
ム
の
放
水

口

に
身
を
投
じ
、
四
五
才
の
命
を
開

じ
た
。
八
田
夫
妻

の
お
墓
は
、
嘉

南
の
人

々
が
建

て
た
八
田
興

一
の

銅
像

の
直
ぐ
側
に
あ
る
。
近
年
金

沢
市
に

「
八
田
興

一
の
会
」
が
結

成
さ
れ
、
嘉
南
大
釧
の
関
係
者
と

交
流
し
親
睦
を
深
め
て
い
る
と
聞

く
。
嘉
南

の
人
達
は
、
決
し
て
、

八
田
興

一
を
忘
れ
な
い
の
で
あ
る
。

同
窓
会
入
会
を
歓
迎
し
ま
す

三
年
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
同
窓
会
に
入
会
さ
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
同
窓
会
は
次
の
よ
う
な
目
的

を
持
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
会
員
相
互
の
教
養
を
高
め
親
睦
を
図
る

②
　
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る

今
、
同
窓
会
で
は
活
動
を
活
性
化
し
て
母
校
の
支

援
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
三
年
計
画
を

作

っ
て
い
ま
す
。
以
下
に
そ
の
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

１
年
目

・
・
ｏ
「活
性
化
の
準
備
」

①
　
同
窓
会
事
務
局
の
開
設

②
　
総
会

・
懇
親
会
の
活
性
化
を
検
討

２
年
目

・
・
ｏ
「広
報
活
動
の
充
実
」
、
「
総
会
の
運

営
方
法
の
改
善
」

①
　
広
報
活
動
の
充
実

‥
会
報
の
充
実
、

Ｈ
Ｐ
の
開
設

②
　
総
会
運
営
方
法
の
改
善

・
学
年
幹
事
が
総
会
運
営
担
当

３
年
目
以
降

・
・
。
「組
織
作
り
と
同
窓
会
活
動
の

本
格
的
始
動
」

①
　
組
織
作
り

。
・
委
員
会
の
設
置

②
・
財
政
の
改
善

・
支
援
活
動
の
充
実

③
　
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
深
め
る

春
に
は
毎
年
同
窓
会
総
会
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

是
非
沢
山
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
同
窓
生
の
絆
を
深

め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ

全
国
の
同
窓
生
に
母
校
や
同
窓
生
の
情
報
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
作
成
に
関
心

の
あ
る
方
積
極
的
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
先
輩
後
輩

が

一
堂
に
会
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
楽
し
い
同
窓

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



全
国
高
等
学
校
女
子
駅
伝
大
会
に
つ
い
て

「駅
伝
全
国
大
会
を
応
援
し
て
」

花
輪
高
校
同
窓
会
関
西
支
部
長

２
年
　
佐
藤
　
千
尋

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
渋
谷
先

輩
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
新
チ
ー
ム
を
さ
ら
に
強
い

チ
ー
ム
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
年
も
絶
対
に
全
国
大
会
に
出

場
し
、
今
度
こ
そ
１０
番
台
の
順
位
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。
こ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
駅
伝
チ

ー
ム
が

一
丸
と
な

っ
て
、
日
々
の
練

習
を
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

昨
年
私
た
ち
花
輪
高
等
学
校
女
子

駅
伝
チ
ー
ム
は
、
秋
田
県
大
会
で
優

勝
し
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

‐２
月
２６
日
に
行
わ
れ
た
全

国
大
会
に
、
私
は
メ
ン
バ
ー
に
も
は

い
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
こ
が
れ
だ

っ
た
都
大
路
を
走
る
こ

と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
選

手
の
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
で
中
継
所
に

い
て
、
他
校
の
強
い
選
手
を
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
体
験

だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
改

め
て

「自
分
も
こ
の
場
所
を
走
り
た

い
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
花
輪
高
等
学
校
女
子
長

距
離
は
、
力
の
あ
る
１
年
生
が
多
く

入
部
し
て
き
ま
し
た
◇
ま
た
、
３
年

生
も
キ
ャ
プ
テ
ン
の
渋
谷
璃
沙
さ
ん

を
始
め
と
し
て
、
力
の
あ
る
先
輩
が

多
い
学
年
で
し
た
。
こ
の
３
年
生
だ

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
、
１
、
２
年
生

が
つ
い
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
努
力

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
女
子
長

距
離
１８
人
全
員
で
全
国
大
会
２０
位
と

い
う
結
果
に
な

っ
て
現
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

３
年
生
の
先
輩
の
皆
さ
ん
が
引
退

し
、
自
分
た
ち
二
年
生
が
チ
ー
ム
を

引

っ
張

っ
て
い
く
立
場
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
立
場
に
な

っ
て
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を

京
都
も
冬
場
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
オ

フ
で
す
が
、
こ
の
冬
を
盛
り
上
げ
て

い
る
の
が
１２
月
末
の
高
校
駅
伝
、
そ

し
て
１
月
の
全
国
都
道
府
県
対
抗
女

子
駅
伝
で
す
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
花

輪
高
校
女
子
チ
ー
ム
が
大
活
躍
し
た

こ
と
は
、
地
元
の
同
窓
会
関
係
者

一

同
、
と
て
も
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
高
校
女
子
駅
伝
で
は
何
と

言

っ
て
も
か
つ
て
な
い
２０
位
の
大
躍

進
に
感
激
し
ま
し
た
。

高
校
駅
伝
で
は
大
会
前
日
の
激
例

会
に
近
畿
同
窓
会
の
５
名
が
か
け
つ

け
ま
し
た
。
そ
し
て
大
会
当

日
の
朝
は
雪
が
ち
ら
つ
く
空

模
様
で
し
た
が
、
し
だ
い
に

好
天
に
む
か

っ
て
選
手
達
の

力
走
が
目
立
ち
ま
し
た
。
私

自
身
は
京
都
御
所
に
近
い
喫

茶
店
で
初
め
Ｔ
Ｖ
観
戦
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
区

を
力
走
す
る
渋
谷
璃
沙
選
手

が
予
想
外
の
活
躍
を
す
る
の

で
、
見
て
い
る
私
た
ち
も
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
気
分
で

し
た
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
必
要

な
デ
ー
タ
な
ど
を
探
す
の
に

慌
て
ふ
た
め
い
た
様
子
で
し

た
。
そ
の
後
、
５
区

（西
大

路
下
立
売
周
辺
）
に
移
動
し
、

坂
本
　
信
雄

（１
９
６
３
卒
業
）

石
坂
萌
選
手
の
頑
張
り
を
見
る
こ
と

で
、
ぃ
ょ
ぃ
ょ
２０
位
の
大
躍
進
を
確

信
し
ま
し
た
。

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
に

な
る
と
、
地
元
紙
の
京
都
新
聞
は
渋

谷
選
手
や
主
将
の
鈴
木
絵
里
選
手

（２

０
０
６
年
卒
）
な
ど
を
事
前
に
紹
介

す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
花

輪
高
校
の
文
字
が
か
つ
て
の
大
会
よ

り
も
格
段
に
増
え
ま
し
た
。
写
真
は
、

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
の
競

技
が
終
わ

っ
て
、
慰
労
会

（京
都
秋

田
県
人
会
主
催
）
で
の
花
輪
高
校
関

係
者

一
同
で
す
。
選
手
の
ほ
か
に
先

輩
、
先
生
を
含
め
て
の
写
真
で
す
が
、

今
や
花
輪
高
校
関
係
者
が

一
大
勢
力

に
な

っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
こ
と

で
し
よ
う
。

関
西
同
窓
会
と
い
っ
て
も
年
１
回

程
度
の
会
合
に
出
席
さ
れ
る
方
は
１０

名
か
ら
多
く
て
１５
名
位
で
す
。
小
規

模
世
帯
で
も

っ
て
精

一
杯
の
応
援
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
年
も
是
非
、
京
都
に
生
徒
た
ち
が

来
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
私
自
身
は
ま
だ
大
学
に

（京

都
学
園
大
学
教
授
）
身
を
お
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
と
り
わ
け
母
校
の
生

徒
に
限
り
な
い
応
援
を
し
て
や
ま
な

い

一
人
で
す
。

同
窓
生
か
ら
の
声
援

駅
伝
に
つ
い
て
多
く
の
同
窓
生
か

ら
喜
び
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

。
花
輪
高
校
の
活
躍
嬉
し
か
っ
た
。

（女
学
校
１
４
期
岸
和
田
市
）

。
渋
谷
里
璃
沙
さ
ん
が
活
躍
し
て

格
好
よ
か
っ
た
、
見
て
い
て
気

持
ち
よ
か
っ
た
。

（女
学
校
１４
期
Ｎ

。
―
さ
ん
）

。
高
校
駅
伝
の
応
援
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
前
日
は
宿
舎
で
激
励

会
で
し
た
。
今
ま
で
で

一
番
素

晴
ら
し
い
成
績
を
修
め
ま
し
た

ね
。
花
輪
高
校
素
晴
ら
し
い
で

す
。

（富
田
林
市
Ｓ

・
丁
さ
ん
）

・
全
国
高
校
駅
伝
頑
張
り
ま
し
た

ね

（日
高
市
Ｋ

・
Ｋ
さ
ん
）

・
母
校
渋
谷
選
手
の
疾
走
を
テ
レ

ビ
で
見
な
が
ら
大
声
出
し
て
応

援
し
ま
し
た
。

（東
京
Ｍ

・
Ｏ
さ
ん
）

。
最
近
年
の
せ
い
か
花
輪
高
校
の

活
躍
が
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま

す
。
選
手
の
皆
さ
ん
有
難
う
。

（仙
台
市
Ｔ

・
Ｏ
さ
ん
）



私
が
花
輪
高
校
に
赴
任
し
た
の
は

昭
和
３８
年
４
月
で
あ
る
。
当
時
、
校

舎
の
主
要
部
は
高
等
女
学
校
時
代
の

も
の
で
、
正
面
玄
関
の
上
の
バ
ル
コ

ニ
ー
が
素
敵
だ

っ
た
。
昭
和
４９
年
３

月
ま
で
Ｈ
年
間
お
世
話
に
な

っ
た
。

私
の
担
当
教
科
は
社
会
科
で
あ
る
。

担
当
は
主
に
世
界
史
で
あ

っ
た
。
当

時
は
好
き
な
教
科

（得
意
教
科
目
）

を
徹
底
的
に
勉
強
す
る
生
徒
が
い
て
、

全
国
模
試
で
世
界
史
の
上
位
に
食
い

込
む
者
も
い
た
。
そ
れ
は
、
教
え
る

者
に
励
み
に
な

っ
た
。
今
は
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
勉
強
す
る
の
が
普
通
で
、

こ
の
よ
う
な
個
性
的
な
生
徒
は
現
れ

な
い
よ
う
だ
。

校
務
分
掌
は
長
い
間
生
徒
会
係
で

あ

っ
た
◇
当
時
、
学
校
は
生
徒
会
の

自
治
、
自
主
を
重
視
し
て
い
た
の
で
、

学
校
行
事
は
生
徒
に
よ

っ
て
自
主
的

に
運
営
さ
れ
て
い
た
。
生
徒
総
会
で

は
各
部
が
予
算
獲
得
の
活
発
な
論
戦

を
展
開
し
た
。
応
援
歌
の
練
習
も
威

勢
が
良
か

っ
た
。
ま
た
、
学
校
祭
の

催
し
物
が
多
彩
で
あ

っ
た
。

生
徒
が
学
校
の
指
導
に
対
し
て
反

発
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

４２
年

（以

下
昭
和
を
省
略
）
の
靴
履
き
指
導
に

対
す
る
下
駄
履
き
存
続
運
動
と
４６
年

の
着
帽
自
由
化
運
動
で
あ
る
。
私
は

生
徒
会
係
と
し
て
生
徒
と
先
生
の
話

し
合
い
の
会
を
何
度
も
開
い
た
こ
と

を
記
憶
し
て
い
る
。

部
活
動
の
担
当
は
最
初
が
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
。
野
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
と
短
期
に
変
わ

っ
た
。
バ
レ
ー
コ

ー
ト
は
グ
ラ
ン
ド
の
中
に
あ

っ
た
。

野
球
は
尾
去
沢
の
春
木
沢
の
原

っ
ぱ

で
練
習
し
た
。
学
校
か
ら
坂
道
を
３０

分
ほ
ど
か
か

っ
た
か
ら
大
変
で
あ

っ

た
。
鉱
山
会
社
の
野
球
場
を
使
う
た

め
、
近
く
の
寺
に
合
宿
し
て
朝
の
４

時
か
ら
７
時
ま
で
練
習
し
て
登
校
し

た
こ
と
も
あ

っ
た
。

４４
年
に
明
堂
長
根
に
新
校
舎
が
移

転
し
、
施
設

。
設
備
が

一
新
す
る
と
、

部
活
動
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ

と
に
な

っ
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆
様
が
よ
く
ご
存
じ
だ

と
思
う
。
私
が
希
望
し
て
部
長
と
な

っ
た
男
子
テ
ニ
ス
部
も
４５
年
に
全
県

総
体
で
準
優
勝
し
、

４７
年
に
個
人
で

念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
。

学
級
担
任
と
し
て
三
度
卒
業
生
を

見
送

っ
た
。
こ
の
時
期
は
生
徒
数
が

急
増
し
、

４２
年
に
学
級
が
７
．学
級
、

生
徒
数
が
１
，０
０
０
名
を
超
え
た
。

私
が
担
任
に
し
た
４．
年
３
月
卒
の
学

級
生
徒
数
は
５２
名
で
あ

っ
た
。

経
済
の
高
度
成
長
を
反
映
し
、
就

職
は
概
ね
好
調
で
あ

っ
た
。　
一
方
で
、

大
学
進
学
者
が
増
加
し
、
受
験
体
制

も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

４７
年
卒
の

生
徒
が
京
都
大
学
に
現
役
合
格
し
喜

び
に
わ
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い

フハ）。花
輪
高
校
は
部
活
を
中
心
に
素
晴

ら
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
。
能
力
を

引
き
出
し
、
個
性
を
よ
く
仲
ば
す
力

は
抜
群
で
あ
る
。
生
徒
の
自
主
性
や

向
上
心
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
学
校
始
ま

っ
て
以

来
の
先
輩
達
の
努
力
の
跡
を
感
じ
る
。

花
高
生
に
は
、
目
的
を
持
ち
、
勉

強
や
運
動
に
自
分
の
能
力
を
信
じ
て

日
々
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
私

は
花
高
出
身
の
妻
と
花
輪
に
は
今
で

も
よ
く
行

っ
て
い
る
。

清
野
宏
隆
先
生
は
、
以
前
花

輪
高
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
先
生
は
、
花
輪
高
校
が
初

任
で
し
た
が
、
情
熱
的
で
熱
心

な
授
業
を
繰
り
広
げ
る
と
同
時

に
テ
ニ
ス
部
の
指
導
も

一
生
懸

命
で
、
生
徒
か
ら
の
信
頼
の
大

変
厚
い
先
生
で
し
た
。

そ
の
後
、
県
教
育
委
員
会
指

導
主
事
、
大
館
高
校
と
能
代
高

校
の
校
長
を
勤
め
ら
れ
、
旺
盛

な
研
究
意
欲
と
適
切
な
指
導
法

で
、
本
県
の
高
校
教
育
の
振
興
、

発
展
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
、
作

年
秋
の
叙
勲
で

「瑞
宝
小
授
〓邑

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

卒業後もみんなで頻繁に集まって盛り
上がれるように頑張りたいです。

阿 部 寿 秀 (3C)

何年かに一度でもいいので、みんなで

集まれるようにしたいです。よろしく
お願いします

節目の年などによい再会が出来るよう
に精一杯幹事を務めたいと思います。

阿 部 美 穂 (3C)

同窓会は、卒業後、クラスのみんなと
交流できる唯一の場なので楽しいもの
となるようにしたいです。

刈 谷 唯 那 (3A)

思い出に残るような同窓会をしたいで
す。

毎年 2回は集まって、クラス全員41人
で楽しくワイワイ近況報告などをした
いと思います。

全員に楽しんでもらえるような同窓会
を開けるよう頑張りたいと思います。

加 賀 紗由里 (3D)

田 中 聡 益 (3C)

みんな毎年 1回 は集まることが出来る
よう努力したい。

毎年集まってや りたいです。

阿 部 健 太 (3D)
戸 田 亮 太 (3B)

櫻 田 和 也 (3A)

三 浦 理 沙 (3B)

花栄会 (東京
会  長

幹 事 長

近畿支部
会  長
幹 事 長

宮城支部
会  長
事務局長

岩手支部
会  長
事務局長

秋田支部
会  長
事務局長

佐藤 久志

石井 政光

坂本 信雄

徳永 幸子

塚田 昭彦

阿部 研一

奈良 憲光

関   直

橋野 清蔵

木村 秀三

９
０



コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
の
陸
上
部
に
所
属
し
活
躍
中
の

松
宮
隆
行
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。

い
た
以
上
に
特
別
な
大
会
で
し
た
。

自
分
の
実
力
不
足
で
満
足
の
い
く
結

果
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
に
出
場
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

―
―

　
昨
年
１２
月
に
行
わ
れ
た
福
岡

国
際
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会
で
活
躍

さ
れ
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
マ
ラ
ソ

ン
中
心
の
競
技
生
活
を
し
て
い
く
の

で
す
か
？

２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
は
マ
ラ
ソ
ン
で
出
場
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
れ

か
ら
は
マ
ラ
ソ
ン
中
心
の
練
習
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
マ
ラ
ソ
ン

は
ス
ピ
ー
ド
が
な
け
れ
ば
通
用
し
な

い
の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
ス
ピ

ー
ド
を
磨
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

―
―
　
実
業
団
の
陸
上
部
の
様
子
、

仕
事
と
陸
上
部
の
練
習
の
時
間
は
ど

う
な

っ
て
い
る
か
教
え
て
下
さ
い

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
の
陸
上
部
は
選

手
１４
人
、
ス
タ
ッ
フ
３
人
で
す
。
練

習
は
月

・
火

・
木

・
金
は
８
時
半
か

ら
２
時
ま
で
仕
事
で
２
時
半
か
ら
６

時
ま
で
練
習
、
水
曜
日
は

一
日
中
練

習
の
た
め
出
社
し
ま
せ
ん
。
選
手
は

全
員
職
場
が
違
う
の
で

一
人

一
人
違

う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
　
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
は
誰
で
す

か
？

松
宮
さ
ん
は
日
本
陸
上
選
手
権

大
会
男
子
５

，０
０
０

ｍ
お
よ
び

１
０
，
０
０
０

ｍ
で
３
年
連
続

２

種
目
制
覇
、
男
子
長
距
離
ト
ラ

ッ

ク
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
２
０

０
８
年
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
男
子

長
距
離
ト
ラ

ッ
ク
日
本
代
表
で
す
。

―
―
　
現
在
持

っ
て
い
る
日
本
記
録

を
教
え
て
下
さ
い
。

５
，０
０
０

ｍ
で
１３
分
１３
秒
２０
と

口
‐
ド
３０
ｋｍ
の
１
時
間
２８
分
００
秒
の

二
つ
で
す
。

―
―
　
今
ま
で
で
最
も
印
象
に
残

っ

た
大
会
は
？
そ
の
理
由
を
述
べ
て
下

さ
い

２
０
０
８
年
に
行
わ
れ
た
、
北
京
オ

リ
ン
ピ
ツ
ク
選
考
レ
ー
ス
の
日
本
選

手
権
で
す
。
今
ま
で
の
中
で

一
番
プ

レ
ツ
シ
ャ
ー
が
あ

っ
た
け
ど
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
て
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

―
―

　
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
、

参
加
す
る
意
義
と
出
場
し
た
感
想
を

お
話
し
下
さ
い

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
自
分
が
思

っ
て

弟
の
松
宮
祐
行
、　
一
番
の
ラ
イ
バ
ル

で
あ
り

一
番
の
理
解
者
、
今
の
自
分

が
あ
る
の
も
弟
の
お
蔭
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
―
　
高
校
時
代
の
思
い
出
に
つ
い

て
教
え
て
下
さ
い

・２
月
に
行
わ
れ
る
全
国
高
校
駅
伝

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

高
校
３
年
生
の
時
目
標
を
達
成
し
、

全
国
高
校
駅
伝
に
出
場
を
決
め
た
と

き
に
は
部
員
み
ん
な
と
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

―
―

　
も
し
、
も
う

一
度
高
校
に
戻

れ
た
ら
何
を
し
た
い
で
す
か

練
習
が
厳
し
く
あ
ま
り
よ
い
思
い

出
が
な
い
の
で
戻
り
た
い
と
は
思
い

ま
せ
ん

（苦
笑
）
。

―
―
　
花
輪
高
校
陸
上
部
の
後
輩
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

結
果
は
す
ぐ
に
出
ま
せ
ん
。
日
々

の
積
み
重
ね
が
大
事
な
の
で
、
毎
日

少
し
で
も
い
い
の
で
努
力
す
る
こ
と

が
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
　
花
輪
高
校
の

一
般
生
徒
に

一

言
お
願
い
し
ま
す

目
標
を
持
ち
、
そ
の
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
目
標
を
持

っ
て
い
る
人
が

人
生
楽
し
い
と
思
う
の
で
、
み
な
さ

ん
夢
に
向
か

っ
て
頑
張

っ
て
下
さ
い
。
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